
教職員向け「指導の手引き」

大阪府 環境農林水産部 エネルギー政策課

この手引きは、「考えよう！わたしたちのくらしと環境・エネルギー」を使用する際に、
環境学習につながる資料や大阪での状況・対策を学習する資料として参考となる情報を整理
したものです。
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１ 地球温暖化について知ろう (p.2)
①地球温暖化の仕組み

●地球を取り巻く地球温暖化の問題について調べ、解決に向けた取組みに関心を高める

ようにする。

●地球温暖化のメカニズムについて調べ、二酸化炭素などの温室効果ガスと地球温暖化との

関わりを理解できるようにする。

地球温暖化とは？

• 日本の平均気温の変化を示したグラ
フを見せて説明をすることで、気温

が年々上昇していることを伝える。

①地球温暖化の仕組み

• 図を活用して、地球温暖化のメカニ
ズムやその影響を理解できるように

する。
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＜参考情報＞
〇大阪の平均気温

大阪はこの１００年間で約２℃上昇し

ている。都市部は、建物の自動車の数

が多いことや、みどりが少ないことな

どから、周辺より温度が高くなり「熱

の島＝ヒートアイランド」と呼ばれる

状態になっている。

〇温暖化が最も進行する場合の、大阪

府における２１世紀末の気温の予測

・年平均気温が約４℃上昇

・猛暑日が年間５５日程度増加

（出展 大阪府の２１世紀末の気候 大阪管区気

象台）

ねらい

留意点



１ 地球温暖化について知ろう (p.2)
①地球温暖化の仕組み【続き】

①地球温暖化の仕組み【続き】

• 地球を取り巻く大気中の二酸化炭素、メ

タンなどの気体は、太陽光線のほとんど

を地上へ通過させる一方、地表面から宇

宙へ放出する赤外線（熱線）は吸収する

性質を持ち、地表の気温を保持する役割

（温室効果）を果たしていることから

「温室効果ガス」と呼ばれている。これ

までは、この温室効果によって住みよい

大気温度が保たれてきた（温室効果自体

は生命の維持に不可欠）。

■温室効果ガス 主な７種類のガス（気体）

温室効果ガス 概要

二酸化炭素 ・石油などの燃焼にともなって発生する気体
・温室効果ガスの9割以上を占める

メタン 下水処理や燃料が燃えるときに発生する気体

一酸化二窒素 医療に使われたり、物が燃えるときに発生する気体

ハイドロフルオロカーボン 冷蔵庫などのものを冷やすために使われる気体

パーフルオロカーボン 電子部品のテストに使われる気体

六ふっ化硫黄 変圧器などに使用する電気を通さない気体

三ふっ化窒素 半導体、液晶の製造過程などで使われる気体

• ところが1980年代になって、大気中の温室効果ガスの濃度上昇が地球温暖化をまねくと問題視さ

れるようになってきた。温室効果ガスには二酸化炭素やメタン、一酸化二窒素、フロン類などがあ

るが、温暖化に最も影響を与えているのは二酸化炭素である。イギリスに始まる産業革命以降、石

油、石炭などの化石燃料を大量に消費するようになったことが、二酸化炭素増加の主因と考えられ

ている。気候変動に関する政府間パネル（IPCC）（※）においても、地球温暖化は「人間活動の可

能性が極めて高い」とされている。

（※）国際的な専門家でつくる、地球温暖化についての科学的な研究の収集、整理のための政府間機構

出典：資源     庁               教師用 p45
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１ 地球温暖化について知ろう (p.3)
②地球温暖化による影響

• 写真を活用して、地球温暖化により世界
各地で様々な影響が出ていることを伝え、

地球温暖化に対する危機意識を持てるよ

うにする。

• 温室効果ガスはエネルギーを利用してい
る私たち一人ひとりが発生源であり、同

時にその影響を受ける被害者にもなるこ

とを伝える。

• 大阪でも起きている事例を示し、地球温
暖化は自分自身とも関わり合いのある問

題だと気付くようにする。

●地球温暖化が地球全体に及ぼす影響の大きさについて考える。

●日本で起きていることを知ることで、自分自身にも関係のある問題だと気付くようにする。
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年
猛暑日

の日数

熱帯夜

日数

【参考】

搬送人員数（死亡人数）

現在

2019年 19 38 5,182  (14)

2018年 27 53 7,138  (12)

2017年 15 47 3,590  ( 1)

100

年前

1919年 0 4  （※）

1918年 0 7  （※）

1917年 2 7  （※）

＜参考情報＞

○夏場の気温等の変化

• 100年前と比較した猛暑日、熱帯夜
の増加（右図を参照）

○台風第21号による被害（2018年９月）

• 大阪府では全壊28棟、半壊436棟、
一部破損が約6.5万棟と全国で最大

の被害

• 最大時約97万軒が停電
（※）データ無し

ねらい

留意点



１ 地球温暖化について知ろう (p.4)
③温室効果ガスの発生源
④大阪府域で排出されている温室効果ガス

③温室効果ガスの発生源

• 地球温暖化の原因になっているガスのほ
とんどが二酸化炭素であること、また私

たちが生活の中でエネルギーを多く使う

ほど多くの温室効果ガスが発生すること

に気付くようにする。

④大阪府域で排出されている温室効

果ガス

• 2013年度以降、大阪府域の温室効果ガ
ス総排出量は減少傾向である。しかしな

がら、世界的な「気候危機」の状況に対

処するためには、2050年には二酸化炭

素排出量が実質ゼロとなるよう、世界全

体が取り組む必要がある。

• 将来にわたる甚大な被害を回避・軽減す
るためには、自分たちももっと削減の努

力をしなければならないことに気付くよ

うにし、一人ひとりができる行動につい

て学び、考えてもらうきっかけとする。
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留意点



１ 地球温暖化について知ろう (p.4)
③温室効果ガスの発生源
④大阪府域で排出されている温室効果ガス【続き】

＜参考情報＞

• 大阪府の部門別二酸化炭素排出量の推移

部門 2013年度排出量 2017年度排出量 増減率

産業（製造業など） 1,374万t-CO2 1,277万t-CO2 ▲ 7%

業務（オフィスなど） 1,929万t-CO2 1,682万t-CO2
▲13%

家庭 1,295万t-CO2 1,139万t-CO2
▲12%

運輸（自動車・鉄道） 688万t-CO2 650万t-CO2 ▲6%
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＜大阪府地球温暖化対策実行計画＞

• 大阪府では、「大阪府地球温暖化対策実行計画」を定め、府民のみなさんや企業のみなさ
んと協力して、温室効果ガスを減らすための様々な取組みを進めています。

【2050年のめざすべき将来像と2030年の目標】

• 2050年の温室効果ガスの排出量を、森林などによる吸収量と同じか、それより少なくす
ることで、実質的な排出量をゼロにすることをめざすべき将来像として共有。

• 2030年に向けた温室効果ガスの排出量削減目標として、2013年度と比べて40％の削減
を設定。



１ 地球温暖化について知ろう (p.5)
<トピック>気候変動への適応
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• 暑さへの対策や災害への備えなど、
身近な適応策があることに気づき、

行動に移せるようにする。

• 適応策の一例を示すことで、様々な
適応策があることを知ってもらい、

「適応」に関心を持てるようにする。

【語句説明】

「熱中症警戒アラート」

• 暑さ指数の予測値が都道府県内のど
こかで３３以上になる場合に発表さ

れる。気象庁と環境省のウェブサイ

ト、テレビやラジオ、各種天気予報

サイトなどで確認することができる。

「暑さ指数」

• 気温だけでなく、湿度や日差しの強
弱を考慮して、熱中症の危険度を判

断する数値である。

ねらい

留意点

●温室効果ガスの排出量を減らす取組みも大切であるが、温暖化による気候変動の影響に対応

していく「適応」という考え方も大切であることを理解できるようにする。



２ わたしたちのくらしの中のエネルギー (p.6)
① 調べてみよう！身近なエネルギー

●家庭で使われるエネルギーの種類について理解する。

●家庭では電気やガス、灯油などを使っている。中でも電気の利用が最も多い。

どんなことに電気を使っているか自分たちの生活と関連付けて考えることで、私たちの生活

に不可欠なエネルギーであることに気付くようにする。

ねらい

留意点

• 起床から就寝まで毎日の習慣となって
いる行動と居間や台所、風呂場などの

生活空間を関連付けながら、使ってい

るエネルギーについて思い起こさせる。

記入例

リビング

エアコンで部屋を暖める（涼し
くする）

掃除をするため掃除機をかける

照明器具で明かりを照らす

テレビを見る

キッチン

電気冷蔵庫に食品を冷蔵保管し
ている

食事を作るために電気やガス、
水道を使う

トイレ
洗面所
おふろ

温水洗浄便座を使用する

ドライヤーで髪を乾かす

給湯器で湯を沸かす（※）

その他
の場所

ゲーム機を使う

玄関の照明をつける

電気自動車を充電する

（※）電気で給湯する設備もある
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考      



２ わたしたちのくらしの中のエネルギー(p.7)
（トピック）さまざまな発電方法

●電気がどこで、どのようにして作られているのかについて詳しく調べようとする意欲を

高めるようにする。

●発電方法にはそれぞれ特徴があり、発電方法をバランス良く組み合わせ、安全で環境に

やさしい電気を安定的に確保していくことが大切だと気付くようにする。

• 電気の作り方について関心を高めるととも
に、多様な発電方法について興味を持つよ

うにする。

• 日本では、火力、原子力、水力、再生可能
エネルギーを組み合わせて電力をまかなっ

ていることを理解できるようにする。

• 火力発電は化石燃料を使用していることか
ら発電時に二酸化炭素が発生することや、

発電するほど大気中の二酸化炭素の割合が

増えることを補足し、より多くの電気を使

うことが地球温暖化の原因のひとつとなっ

ていることに気付くようにする。

• 電気を使用することにどのような問題があ
るのかを考え、エネルギーの有効利用の大

切さに気付くようにする。

• 学校に太陽光発電がある場合は、環境にや
さしいエネルギーが身近で作られているこ

とを意識できるようにする。
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ねらい

留意点



●私たちのくらしの中で最も多く消費している電気について、その内容について調べ、

一人ひとりが省エネルギーに取り組むことの大切さを理解できるようにするとともに、

自分たちにできる省エネルギーについて考え、取り組む意欲を高めるようにする。

• 省エネルギーの取組み例をもとに、身近に

できる省エネや、学校においてみんなで取

り組める省エネについて話し合うことで、

自分たちの生活をどのように変えていけば

よいのかを考えるようにする。

• 省エネルギーの取組みによって、二酸化炭

素の削減効果が得られることを理解できる

ようにするとともに、一人ひとりの取組み

の積み重ねが大きな効果をもたらすことを

理解できるようにする。

• エアコンの省エネ算定根拠
〇 総世帯：5,907万世帯

出典：住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数（令和2年1月1日時点）
〇 エアコン普及率：289.2％

出典：消費動向調査（全国、月次）、令和２年3月実施調査結果

〇 杉の木換算（年間吸収量）：平均数14 kg/本
出典：「地球温暖化防止のための緑の吸収源対策」環境省 / 林野庁

〇 CO2排出量換算係数：電気0.488 kg/kWh
出典：電気事業者別排出係数 令和２年提出用「代替値」
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２ わたしたちのくらしの中のエネルギー (p.8)
②エネルギーの消費を減らす工夫～「みんなで取り組む省エネ」

考      

省    効果    

ねらい

留意点



• 家庭において省エネ型製品を積極的
に選ぶことで、省エネ型製品の普及

が進むことを理解し、社会全体で地

球温暖化の進行を防ぐために役立つ

ことを気付くようにする。

• ラベル例から、家電製品等の省エネ
性能がわかりやすく表示されている

ことを理解できるようにする。
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２ わたしたちのくらしの中のエネルギー (p.9)
③環境にやさしい家電製品～「省エネ型製品を選ぶ」

●省エネ型製品の効果について理解を深め、家電等を購入する際に省エネ型製品を積極的に

選ぶことの大切さを理解する。

ねらい

留意点



家庭における電気の使用例（8ページの再掲） 省エネの例

リビング

エアコンで部屋を暖める（涼しく
する）

・夏の冷房時の設定温度を27℃から28℃
にする。
・冬の暖房時の設定温度を21℃から20℃
にする。
・省エネ性能の高いものに買い替える。
・こまめに掃除する。

掃除をするため掃除機をかける
・部屋を片付けてから掃除機をかける。
・パック式の掃除機は適宜取り換える。

照明器具で明かりを照らす
・誰もいない部屋の電気を消す。
・白熱電球をLEDランプに取り換える。

テレビを見る
・見ないときは消す。
・消すときは主電源を切る。
・省エネ性能の高いものに買い替える。

キッチン

電気冷蔵庫に食品を冷蔵保管して
いる

・開けたらすぐに閉める。
・ものを詰め込みすぎない。
・設定温度を「強」から「中」にする。
・省エネ性能の高いものに買い替える。

食事を作るために電気やガス、水
道を使う

・保温機能を長く使わないようにする。
・水を流しっぱなしにしない。

トイレ
洗面所
おふろ

温水洗浄便座を使用する ・使わないときはフタを閉める。

ドライヤーで髪を乾かす ・あらかじめタオルで髪をよく拭いておく。

給湯器で湯を沸かす
・お湯が冷めないうちに間をあけずに入る。
・シャワーを流しっぱなしにしない。
・シャワーヘッドを節水型のものに交換する。

その他
の場所

ゲーム機を使う
・使い終わったらテレビの電源もきる
・使わないときは電源を切る。

玄関の照明をつける ・白熱電球をLEDランプに取り換える。

電気自動車を充電する ・エコドライブを意識する。

• 省エネルギーの取組み例をもとに、家庭でできる省エネについて話し合うことで、
自分たちの生活の中でできる省エネについて考えるようにする。

考      
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２ わたしたちのくらしの中のエネルギー (p.9)
③環境にやさしい家電製品～「省エネ型製品を選ぶ」【続き】

＜家庭でできる省エネの例＞



２ わたしたちのくらしの中のエネルギー (p.10)
（トピック）その他の省エネとこれからのエネルギー利用

●省エネに取組むことや省エネ製品を選ぶことに加え、住宅の省エネ性能を高めることで

大きな省エネ効果が得られることを理解する。

●エネルギーの新たな利用方法を知ることで、これからのくらしの中のエネルギー利用に

ついて考えるきっかけとする。

• 住宅そのものの省エネ性能を高めることで、
少しのエネルギーで快適に過ごすことができ

るようになることを伝える。

• 家に太陽光発電等を設置することで二酸化炭
素を出さない電気を作ることができること、

また発電した電気をためておく設備があれば、

エネルギーを無駄なく使えることに気付くよ

うにする。加えて、災害時に停電が発生した

際にも電気が使用できるため、安心にもつな

がることを伝える。

• 家に太陽光発電等を設置しなくても、再生可
能エネルギーで作られた電気を選ぶことで地

球温暖化対策に取り組めることや、住宅のエ

ネルギー収支をゼロにすることをめざした

ZEHと呼ばれる住宅があることを伝える。

ねらい

留意点
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●ものの生産・輸送などに投入されたエネルギーを間接的に消費していることや、ごみを

処分するときにもエネルギーを消費していることを理解できるようにし、毎日のくらしの

ありかたを考えるきっかけとする。

ものを大切にする

• 私たちの便利で快適なくらしは、大量の
エネルギー消費の上に成り立っているこ

と、家庭では直接的に利用するエネルギ

ーだけではなく、ものの消費を通じて間

接的にエネルギーを消費していることを

伝える。

ごみを減らす

• 私たちのくらしの中で、多くのごみが捨
てられていること、家庭ごみのうち、容

器包装ごみの比率が高いことを伝える。

⇒「ものを大切にする・「ごみを減らす」

ことで、地球環境にやさしい消費者にな

れるようにする。

また、私たち人間社会の活動は、自然環

境や生態系に影響を及ぼしていることを

伝える。

14

２ わたしたちのくらしの中のエネルギー(p.11)
④ 環境にやさしいくらし
～「ものを大切にする」「ごみを減らす」

ねらい

留意点



プラスチックごみ問題（p.12）
①プラスチックごみによる環境問題

●世界的に大きな問題となっているプラスチックごみ問題について知り、プラスチック

ごみを減らすための身近な行動につなげる。

①プラスチックごみによる環境問題
• 写真を見せて説明することで、プラスチ
ックごみによって、海の生き物に影響を

与えたり、景観を損なうなど、悪影響を

与えていることを伝える。

• 海洋ごみ（漂流・漂着・海底ごみ）は、
生態系を含めた海洋環境の悪化や海岸機

能の低下、景観への悪影響、船舶航行の

障害、漁業への影響等、様々な問題を引

き起こしている。

• 近年、マイクロプラスチック（5mm以
下になったプラスチック）という微細な

プラスチックごみが、沿岸及び海洋の生

態系に影響を及ぼす可能性がある「海洋

の環境問題」として、世界的な課題とな

っていることを伝える。
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• 海岸や河川敷で手に入るマイクロプラスチックから万華鏡を作る方法を掲載している。

• マイクロプラスチックを実際に拾い、工作に使用するという過程を経て、海洋プラス
チックごみによる海洋汚染の問題を身近に感じ、関心を持つきっかけとする。

ねらい

留意点

マイクロプラスチックで万華鏡を作ってみよう
まん げ きょう



プラスチックごみ問題（p.12）
①プラスチックごみによる環境問題【続き】

＜参考情報＞

清掃活動で集めたごみについて調べる

学校周辺で自分たちでごみ拾いを行い、例えば以下の調査カードを使って調べ、どのような

プラスチックごみが多く散乱しているのか、グループで発表しあうことで、プラスチックごみ

の現状についてより理解を深めることができる。

＜ごみ調査に関する報告・お問い合わせ先＞

大阪府 環境農林水産部 環境管理室 環境保全課 環境計画グループ

TEL：06-6210-9577 E-mail：kankyokanri-g03@sbox.pref.osaka.lg.jp
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簡易版調査カードや調査
入力シートもあります。
詳しくはこちらのQR
コードをご覧ください！



＜参考情報＞

○企業の取組み

例）象印マホービン（株）

マイボトルを多くの人に利用してもらうため

に、イベントなどでの啓発活動や、カフェなど

のおいしい飲み物をマイボトルに入れてもらえ

るお店を増やす取組みを行っている。

このように、各主体が積極的に取り組むこと

が大切である。

プラスチックごみ問題（p.13）
②プラスチックごみはどこから？
③プラスチックごみを減らすために

• G20サミットで主要テーマとして取り上
げられるなど、近年、海洋プラスチック

ごみが世界的な問題となっていることを

伝える。

• 2050年までに海洋プラスチックごみに
よる新たな汚染ゼロをめざす「おおさか

ブルー・オーシャン・ビジョン」が世界

各国で共有されたことを伝える。

• 2019年1月の「おおさかプラスチックご
みゼロ宣言」以来、大阪府は企業や団体

などと連携し、マイボトルの利用促進に

よるプラスチックごみの削減や海洋プラ

スチックごみの回収、漂着ごみの調査な

ど、様々な取り組みを進めている。

◆おおさかプラスチックごみゼロ宣言
http://www.pref.osaka.lg.jp/eneseisa
ku/kaiyoplastic/index.html
◆おおさかブルー・オーシャン・ビジョン
http://www.pref.osaka.lg.jp/eneseisa
ku/kannou_sdgs/blue-ocean-
plan.html

参考資料
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②プラスチックごみはどこから？

• 街中でポイ捨てされたプラスチックごみ
が、川から海へ運ばれて、海のプラスチ

ックごみとなっていることを伝える。

• また、大阪湾では、プラスチックごみが
漂流するごみの約８割を占めており、食

品包装材やレジ袋、ペットボトルなどの

使い捨てプラスチックが約３割を占めて

いることを伝える。

③プラスチックごみを減らすために

• プラスチックごみを減らすために、身近
にできることを伝え、自分たちにできる

ことを考えるきっかけとする。

留意点

世界の動き・大阪府の取組み



プラスチックの旅（p.14-15）

（体験学習）プラスチックの旅
• ペットボトルの気持ちになって、自分が行きたい矢印の方向、あるいは行きたくない矢印の
方向を指で進めていき、どのようなゴールに到着するかを学ぶ。

• プラスチックごみは、ゴミ箱に捨てられ、回収、ゴミ処理場へ持ち込まれると、焼却後、埋立
処分場で適正に処理されたり（ゴール1）、リサイクル品となり再利用（ゴール2）される。

• 一方、ポイ捨てされると、風に飛ばされたりして転がり、川から海に運ばれ、海岸に打ち上
げられ、海岸を汚したり（ゴール３）、海の生き物に影響を与えたりする（ゴール４）。

• また、ゴミ箱に捨てられた場合でも、ゴミ箱が一杯で山積みにされていると、風に飛ばされ
川から海へ運ばれてしまうこと、ポイ捨てされたゴミを見つけたら拾ってきちんとゴミ箱に
捨てることで、適正に処理されることを伝える。

＜参考情報＞

① 焼却後のごみの埋立処分について

近畿２府４県168市町村で発生したごみは、各

市町村等のごみ処理場で焼却されたのち、大阪湾

にある埋立処分場で適正に埋立・処理される。

埋立により出来上がった土地は、コンサート等

に活用されている。
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泉大津沖処分場 大阪沖処分場

埋立処分場（大阪湾広域臨海環境整備センター）

※泉大津沖処分場は、ほぼ埋立が終了竣工した
場所でイベント等が開催されている。

留意点



②プラスチックのリサイクルについて
回収されたペットボトルは、選別や破砕、洗浄を行うことでペレット状の原料とし、再度、

ペットボトルとして、また、クリアファイルや衣類等として再利用される。

③大阪湾のプラスチックごみの現状
大阪湾の漂流・漂着ごみの約８割がプラスチック類で、そのほとんどが日本製。

（参考）H22-26 環境省による漂着したペットボトルの製造国別割合
・大阪湾：98%が日本製
・沖縄県：約８割が中国製で日本製は3%
・長崎県、山口県：約５割が韓国製で日本製は数％

・海洋プラスチックごみの大半（約8割程度と推計）は、河川を流れて到着した陸域由来の
ごみと言われている。

・関西広域連合の調査結果では、大阪湾の海底にレジ袋300万枚、ビニル片610万枚が
沈んでいると推計されている。

プラスチックの旅（p.14-15）【続き】

クリア
ファイルペレット
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【参考情報】

＜令和３年度 環境教育の教材・支援プログラムについて＞

■大阪府教育庁のHP

民間企業や団体、行政機関が開発した環境教育の教材・指導プログラムをホームページで

紹介しています。

（http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/kankyo-top/kankyo.html）

＜貸し出しツールについて＞

■大阪府地球温暖化防止活動推進センター（一般社団法人大阪府みどり公社）

環境学習のより一層の推進を図るため、センターで所有する環境学習教材の貸し出しを

行っています。パネルやDVDはもちろん、実験キットを使って体験しながら学習していた

だける教材など幅広く取り揃えております。

直接センターでの受け渡し、または宅配便等による貸し出しをしています。
（※送料は利用者のご負担となります）

（http://osaka-midori.jp/ondanka-c/suishini/kasidasi/）

＜センター所在地＞：

〒541-0054 大阪市中央区南本町2丁目1番８（創建本町ビル５階）

＜引用元について＞

■この「指導の手引き」は、大阪市環境副読本「おおさか環境科（小学校５・６年生）の

「指導の手引き」から一部転載し、大阪府において編集しました。

なお、全文は大阪市環境情報サイト「なにわエコスタイル」

（http://naniwa-ecostyle.net/）からご覧いただけます。

■経済産業省資源エネルギー庁の副教材（エネルギー教育）

「かがやけ！みんなのエネルギー」

「わたしたちのくらしとエネルギー」の解説編[教師用]

からも一部引用しています。

（https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/tyousakouhou/kyouikuhukyu/fukukyouzai/）

大阪府／環境教育の教材・支援プログラム 検索
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【参考情報】

＜表紙について＞

■「おおさか環境デジタルメディアコンテスト」

豊かな環境づくり大阪府民会議では、環境に関するテーマとして、公共施設や民間施設の

大型ビジョンやサイネージ等で活用するデジタルポスターデザイン等を公募し、受賞作品を

大阪府域で広く展開することで環境に対する意識の啓発を行っています。

表紙には、2017～2019年度の受賞作品を掲載しています。

（http://www.pref.osaka.lg.jp/chikyukankyo/room/okdpcontest.html）

学生の応募・受賞事例も多数ありますので、ぜひ一度ご覧下さい！

＜裏表紙について＞

■この冊子は、エネルギー・環境教育の趣旨にご賛同される企業様に、印刷協力をいただき、

作成しています。協賛企業のうち３社のエネルギー・環境教育や啓発事業についての取組みを

22、23ページにて紹介します。
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エコスタイルの「エコの輪をひろげよう！プロジェクト」 では、再生可能エネルギーを始めとする環境に関する知見を未
来を託す子供たちへ伝えるESDを行っております。また、幼稚園・保育園等の教育施設への太陽光発電システムの寄贈や、
大阪府の「クールスポットモデル拠点推進事業」に協賛し、クールスポットに給電するための自家消費型太陽光発電設備を
無償設置するなどさまざまな活動に取り組んでいます。

おひさまこっこプロジェクト エコの輪環境教室
幼稚園や保育園に太陽光発電システムを寄贈することで、
世の中に自然エネルギーを広げるとともに、子供たちに自
然エネルギーや環境問題についての気づきを与えることが
できる「エコの輪をひろげよう！おひさまこっこプロジェ
クト」を実施しております。減災や地球温暖化防止のほか、
太陽光発電システムの設置をきっかけに、幼児期の段階か
ら自然環境やエネルギーの大切さについて気づきを与える
ことが出来ます。
小さな取組みではありますが、継続して取り組むことで、
地球温暖化防止に貢献したいと考えています。

福井県小浜市の仏谷太陽光
発電所には環境教室を行う
スペースがあり、小浜市の
小学生に向けて太陽光発電
の仕組みや日本のエネル
ギー事情を解説し、理社一
体としての授業を行いまし
た。
太陽光発電所の見学や電球
など様々な道具を用いて座
学で学んだことを身近に体
験してもらいました。

CSR活動の詳細はこちらをご覧ください 
https://www.eco-st.co.jp/csr/

象印マホービンでは、マイボトルを多くの人に利用
してもらうために、カフェなどのおいしい飲み物を
マイボトルに入れてもらえるお店を増やす取組みや、
イベントなどでの啓発活動を2006年から行っています。

繰り返し使えて、電気を使わずに保温・保冷ができる
マイボトル。「MY BOTTLE IS A BATON」という
スローガンには、マイボトルを通して使い捨てのプラ
スチックごみを減らし、豊かな自然を次の世代に繋い
でいこう、という思いが込められています。

象印マホービンの取り組みは
こちらをご覧ください。   

（象印マホービン㈱WEBサイト「ずっと、マイボトルと。」）

イベントでマイボトルの持参を呼びかける
「出張 給茶スポット」

お店こだわりの飲み物をマイボトルに入れて
テイクアウトできる「給茶スポット」
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二酸化炭素（CO2）排出量 削減  事       
ム形式で楽しく学ぶプログラムです。
地球温暖化を身近な問題   感  毎日     見直  
「地球温暖化を防止するために、毎日続けられること」を実
践するきっかけを作るとともに、エネルギーと環境について学び
ます。

大阪ガスのエネルギー環境教育
大阪ガスでは、楽しく学んでいただけるエネルギー環境教育プログラムをご用意しております。
 総合的 学習 時間        利用     

毎日     見直  
「くらしぶりカード」を使っ
て、「毎日続けられるこ
と」をみんなで考えていま
す。（https://www.osakagas.co.jp/compan

y/efforts/ed/trip/minaoshitai.html）

＊コロナ渦では、グループ実習ではなく、ボードとくらしぶりのマグネット内容を
用紙にて各一人づつに、配布して実習をしています。
＊出張授業の回数には限りがございます。ご希望に添えない場合も
        了承下   

＊取組はこちらをご覧ください→
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